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研究成果の概要（和文）：本研究は、矯正施設収容者の中でも特に境界知能者該当する者を対象に生活自立活動
能力の向上、就労支援を目指した認知トレーニングの効果を検証した。方法は、少年院収容者および比較的年齢
が若い成人受刑者を対象に週1回15回の3か月間のプログラムの効果を検証した。その結果、コントロール群を設
定したウェスクラー記憶検査の論理的記憶課題が介入群のみ有意に向上していた。他者の話を聞く力は、就労場
面では特に重要であり、本研究の目的である認知機能強化介入プログラムの有効性を示す結果が得られた。研究
全体を通じて①処理速度の遅さ、②言葉・文書を聞き取る力の弱さ、③視覚イメージ生成力の弱さの3点が要点
となった。

研究成果の概要（英文）：This study verified the effects of cognitive training aimed at improving the
 ability of independent living activities and supporting employment among correctional facility 
inmates, especially those with borderline intelligence.Methods tested the effects of a 3-month 
program of 15 weekly sessions among juvenile boys and relatively young adult inmates.The results 
showed that only the intervention group had a significant improvement in the logical memory task of 
the WMS-R in which the control group was set.The ability to listen to others' stories is 
particularly important in the working setting, with results indicating the effectiveness of the 
cognitive enhancement intervention program, which is the purpose of this study.Three key points 
throughout the study were ① slow processing speed, ② weak ability to listen to words and 
documents, and ③ weak ability to generate visual imagery.

研究分野： 作業療法学

キーワード： 境界知能　非行少年　コグトレ　認知機能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から発展した成果の一部は、法務省矯正局に報告書「就労移行準備指導モデルプログラム」として提出済
みである。報告書では、本研究により再犯防止推進計画の７つの重点課題のうち「就労・住居の確保」の中にあ
げられている「一般就労と福祉的支援の狭間にある者の就労の確保」に応じた課題を提案することに繋がった。
令和5年度より、全国の若年受刑者を対象に研究成果の妥当性を検証する。境界知能者が必ずしも再犯を犯すリ
スクがあるわけではないが、我が国ではこの分野の研究はほとんど行われていないため、本研究が矯正施設にお
ける境界知能者の処遇の改善に繋がる可能性がある。（矯正教育研究第67巻に掲載済み）

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
平成 29 年閣議決定された再犯防止推進計画には７つの重点課題が挙げられ，このうち就労・

住居の確保等のための取組の中に，具体的施策の一つとして「一般就労と福祉的支援の狭間にあ
る者の就労の確保」が示されている。一般就労や障害者への社会復帰体制については，矯正施設
におけるハローワークとの連携など，すでにさまざまな対策が講じられ充実・強化が図られてき
ているが，一般就労と福祉的支援の狭間にある者という定義において，有効な矯正教育プログラ
ムが探索されているところである。本研究は、少年院収容者の中でも特に境界知能者に該当する
者を対象に生活自立活動能力の向上、就労支援を目指した認知トレーニングのシステム作りを
目的としたものである。したがって境界知能者の認知機能向上だけでなく、社会生活支援におけ
る課題を保護観察官等実際に支援にあたっている専門家を対象に聞き取り調査を行い、トレー
ニングを改良・充実することを目指した。 
一般就労と福祉的支援の狭間にある者の定義は明確には示されていないため，矯正教育課程

における支援教育課程Ⅲ（N３）の在院者の類型に示されている「知的能力の制約，対人関係の
持ち方の拙劣さ，非社会行動傾向等に応じた配慮を要するもの」を参照にした。知的能力の制約
は，知的ボーダーあるいは境界知能（Borderline Intellectual Functioning,以下 BIF）と呼ばれ
る概念に相当し，また対人関係の持ち方の拙劣さは，発達障害等の特徴の一部に当てはまると考
えられる（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 一般就労と福祉的支援の狭間にある者のイメージ 
 

BIF 者は，DSM-４-TR では IQ=71～85 とされ，複数の研究で人口のおおよそ 10～12％が該
当するとされている。令和３年 8 月 1 日現在の日本の総人口が 1 億 2289 万 8 千人（総務省統計
局人口推計令和 3 年 8 月 1 日確定値）であることから推測するとおおよそ 1300 万人が BIF に
相当する。BIF 者に関する成人の研究は少なく，小児領域の研究では，定型発達児と比較して知
的能力だけでなく運動面での問題があり，また視空間ワーキングメモリや切り替え課題等認知
機能不全によって特徴づけられる。さらに一般的に低い学習パフォーマンスを示すが BIF とは
認識されず，学業不振，すなわち努力が足りないと見なされやすい。これらのことから，成人で
は貧困などの社会経済的不利が生じやすく，健康管理が出来ないなど保健衛生上の課題として
様々な領域で支援の必要性が指摘されている(Jannelien W 2016，Luis,S,C 2012，T.P.Alloway 
2010)。また，海外における BIF の研究では，BIF は，平均的な知的能力を有するものと比較し
て統合失調症スペクトラムや反社会性パーソナリティ障害を有する確率が２～３倍高いと報告
されている(Karny.G 2014)。 
しかしながら，これまで BIF 者を対象としたケアプログラムの報告はほぼ皆無であった。そ

のため軽度知的障害者に対する介入が応用されてきた過程があり，エビデンスに基づいた BIF
者を対象とした支援が模索されてきた。このような中，2020 年にイタリアの Blasi1 らの研究グ
ループは，MCNT（the movement cognition and narration of the emotions) という運動機能，
認知機能，感情の言語化を包括的に組み合わせた治療プログラムを BIF 児に開発し知的機能お
よび社会心理能力の向上が認められたことを報告している。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，少年院において「一般就労と福祉的支援の狭間にある者」をおおむね境界知

能者に該当すると定義し、対象とした運動機能，認知機能，社会心理的能力を複合した包括的な
矯正教育プログラムを試行すること，そしてその結果を検証することで社会復帰支援に繋がる
プログラム開発に向けた検討を行うことである。本研究の目的のために以下の４点について研
究を行った。 
① 境界知能者の社会復帰支援における課題の構造化 
② 神経心理学的テストを用いた境界知能者への認知機能アセスメント 
③ 感覚プロファイルを用いた自閉症スペクトラム傾向の把握 
④ 認知トレーニングの予備的効果検証 
 
 



３．研究の方法 
① 境界知能者の社会復帰支援における課題の構造化 
 保護観察所等からの協力を得て、少年院出院後の具体的事例の課題を 3 名の保護観察官等か
ら聞き取り調査し、就労を含む日常生活活動分析法に基づいて要素を構造化した。 
② 認知トレーニング（コグトレ）の予備的効果検証 
対象者の選定には，中国地区に所在する少年院の矯正教育課程における支援教育課程Ⅲ（N3），

支教育課程Ⅰ（N1）および社会適応課程Ⅰ（A1）に分類されるもののうち，社会での継続した就
労と円滑な社会復帰を望んでいる者を条件とし，残院期間，知的能力、学習能力、生活態度を作
業療法士（以下「OT」という。），教育担当職員が総合的に判断して選出した受講候補者のうち，
最終的に実施施設により承認が得られた 16名とした。 
境界知能者の社会復帰支援における課題の構造化により明らかになった要素を認知プログラ

ム（コグトレ）に取り入れモデルプログラムを作成した。コグトレプログラムの指導期間はおお
むね４か月，１単元（90分）とし全 15単元行った。指導者は，作業療法士及び教育担当職員と
した。受講者数は，16 名を在院する寮で偏りがないように８名ずつに振り分け２グループ（A，
B）とした。表１に少年院で実施したプログラムの例を示す。 
 

表１ 少年院でのプログラム例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 就労移行に向けた，見る，聞く，想像するなどの認知機能を評価するために神経心理学的テス
トを中心に複数の検査を組み合わせてアセスメントを行った（表２）。 
 

表２ アセスメント一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
① 境界知能者の社会復帰支援における課題の構造化 
調査の結果、認知機能に関わる課題だけではなく、他者の言動や行動が気になるなど人間関係

に係るトラブルが多いことが確認された。 
② 神経心理学的テストを用いた境界知能者への認知機能アセスメント 
少年院収容者 16名を対象に神経心理学的テストを行った結果、DN-CAS では、特異的な機能よ

りも全般的に低下していた。表情認知テストの成績が低い者が含まれていた。WMS-R の論理的記
憶は全体的にスコアが低かった。 



③ 感覚プロファイルを用いた自閉症スペクトラム傾向の把握 
日本版感覚プロファイル短縮版において、すべてのセクションが平均的であったのは、8名中 

1 名のみであった。「高い」と評定されたセクションで最も多かったのは『聴覚フィルタリング』
であり 6 名が該当した。次に『触覚過敏性』、『低反応・感覚探求』において 5名が該当した。聴
覚フィルタリングおよび低活動・弱さの特徴に該当する少年たちの割合が高く、特に環境によっ
て言葉による聞き取りが困難なことや耐久性が低いため作業が長続きしにくい等の問題が考え
られた。 
④ 認知トレーニングの予備的効果検証 
 プログラムの実施後は介入グループにおいて DN－CAS の平均スコア（A:79.1→93.9、B：82.8
→88）が大きく向上した（図２）。得点の向上は同時処理と注意の点数で大きかった。これは SDMT
（A:52.3.→61.2, B：50.8→53.1）の向上により処理速度があがったことが推測された。また、
介入群では WMS-R 論理的記憶の遅延（A:13.6→23.9、B：20.3→23.9）が大きく向上した。また、
日本語版トークンテストでは、（A:159→164.8、B：159→160.6）と指示に従う力が向上した。 
以上、介入前後の結果から感覚プロファイルで示された聴覚フィルタリング機能の低下が不

適応行動の原因になっており、認知トレーニングによって改善できる可能性が分かったことは
大きな進捗理由である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ プログラム前後での DN-CAS 全検査スコアの比較 
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